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　新年のご挨拶
　　会　長　永井　碩夫
新年、明けましておめでとうございます。会員の皆様とご家族にとりまして、新年がより良い年でありますようお祈り申し上げます。
さて、私はここ数年、つくづく今の社会が「息苦しい」、「生きづらい」と感じていますが、考えてみるに、その原因が激しい「競争社会」にあるのではと思っています。
これは、何も進学競争とか、より安定した企業に入るための就職競争に限ったことではなく、激しい企業間競争とこれを乗り切っていくために従業員間の競争を煽り立てる労務管理、さらにはいわゆる「ゆるキャラブーム」に湧いている昨今ですが、地域間競争といったものが挙げられます。しかし、これに限らず、文化やスポーツの分野、「勝ち組、負け組」という言葉があるように、私生活の分野も、激しい競争に晒されているように思います。
　しかもこの競争社会は、今や地球規模で展開されるようになってきていますが、新興国の台頭で、国家間の経済競争は年々激しくなっていますし、みなさんの記憶に新しいオリンピック誘致、世界遺産登録、果ては、宇宙開発競争、軍拡競争もこれに挙げられるでしょう。
　しかし、「競争社会」には、必ず「勝者」と「敗者」が作り出されます。競争に敗れた企業に働いていて、合理化の憂き目にあっている人、競争することを好まない、優しい性格の人、そもそも生まれた時からハンデキャップを背負っている人などは、それこそ「競争社会」ゆえに「紙くず」のごとく打ち捨てられることになります。「競争社会」というものは、他人のこと、弱い人のことをおもんぱかっていては、自身が競争社会に乗り遅れてしまって、「負け組」となってしまうからです。
今の世の中を大胆に切って捨てようとすると、「弱肉強食」の社会だと思います。
さて、私たち高齢者は、子や孫の世代に、「弱肉強食」の社会を引き継いではいけないのではと思います。言ってみれば、「共生社会」こそ、丁寧に育て上げる社会だと思います。
正月早々、はなはだ、抽象的で実現の難しい問題をお話しましたが、この一年、会員の皆さんといっしょにこんな問題なども考えていけたらと思っています。
	新春のつどい
· 一月十日（金）
午後六時半
· 県庁新庁舎十二階食堂
財政難の折、参加会員の皆様には、ワンコイン（五百円）の協力をお願いいたします。
無事に新年を迎えることができたことを、お互いにお祝いしましょう。　　　　



	何が秘密かそれが秘密です
自民・公明の与党が強行採決した特定秘密保護法


昨年の十一月二十六日に衆議院で強行採決された「特定秘密保護法案」が明日にも参議院で強行採決され、法律として成立するかもしれないという十二月四日(水)、「フォーラム平和・人権・環境」の要請で、国会前の座り込み集会に参加してきました。
　突然の要請でもあり、県本部退職者会の四役が十二月四日、五日の二日間を手分けして参加することになり、私は、四日の参加ということになった次第です。
　この法律は、特定秘密とされた国の防衛、外交などの事柄について、それを漏洩した行政職員に対し、あるいは特定秘密に接した民間職員で、これを漏洩した者に対して、最高十年の懲役に課すというものです。
この法律のでたらめさは、「何が秘密であるかが秘密」という言葉に代表されますが、特定秘密で
あったことを知らなかった行政職員、あるいは民間人を、他に漏洩させたと言って、御用にするという法律で、どう考えてもおかしいとしか言い様がありません。
今、私は、この法律の矛盾点よりも、安倍政権は、何を焦ってこんな理不尽な法律を強行突破して、成立させたのかということに関心を深めています。
　私には、国民を重大な危険にさらすような問題、国民に重大な経済的損失をもたらすような問題が粛々として検討されており、例えば、非核三原則の見直しとか、今進行中のＴＰＰにおける農産物の自由化について、アメリカと重大な秘密を共有するといったことが検討されて、実行に移される段階に来ているのではないかと疑っています。
また、国会審議を通じて、外交、防衛などに関しては、秘密があって当然という姿勢で与野党とも対応しています。いかなる秘密が現にあるのかは私にはわかりませんが、国家は秘密を持つことを避けられないとしても、必要悪として、できるだけ避けることが必要ではないでしょうか。
　民主主義の国として、こんな法律は、あってはならないし、廃止すべきです。　　（永井　記）
	キリンビール
横浜工場を見学



工場見学がちょっとしたブームだとは小耳に挟んではいたけれど、これほどとは知らなかった。
会員の皆さんにお知らせした「味の素川崎工場・工場見学」は二ヶ月先までビッチリ。
　そこで、食品工場を数件当たってみたが、どこも満杯。最後に「キリンビール」のホームページを開いてみたところ、混んではいるがなんとか可能。既に申し込みいただいていた十七名の皆さんに、「お詫びと予定変更」の連絡をとり、変更にもかかわらず参加いただける方が十四名。
　予定の十月十八日（金）、ＪＲ横浜駅みどりの窓口付近に午前十時三十分に集合。京浜急行で生麦駅へ。徒歩十分あまりで「キリンビール」に到着。
　十一時三十分に府工場に到着。直ちにレストランでランチ。もちろんビール工場のランチゆえビールなしということはありえない。生ビールで乾杯。
　ランチ後の十二時三十分からは、主目的の工場見学。約一時間の工場見学で、ビールができる過程を懇切丁寧に説明いただき、終了後ビールの試飲会。
　その後は解散し、試飲会でアルコールが回った後始末にそれぞれ参加者は、姿を消していった。
	県本部退職者会第三二回定期総会
　　地域労働文化会館・十二月六日（金）盛大に開催


いちょう会の上部団体である「自治労神奈川県本部退職者会」の第三十二回定期総会が、十二月六日（金）、午後一時半から地域労働文化会館で、来賓、代議員など約四十五名の参加を得て、盛大に開催されました。
　総会は、先ず幹事会を代表して鈴木会長が挨拶に立ち、特定秘密法を例に、市民の生活を置き去りにして、安心・安全な社会の構築に背を向ける安倍政権の姿勢を強く批判しました。
次いで、自治労県本部、全日本自治体退職者会、神奈川シニア連合の代表挨拶を受け議事にはいりました。
議事では、経過報告、会計報告会計監査報告を全体の拍手で承認し、活動方針案、予算案の審議に移り、これも全体の拍手で可決されました。
総会は、その後総会宣言の採択、鈴木会長の音頭で、団結ガンバロウを三唱し終了、学習会に移りました。
なお、今年度は役員改選の年度ではありませんが、単会の都合などで変動があるため役員の確認がなされました。
会　　長　鈴木政雄（横須賀）
副会長　永井碩夫（いちょう会）
　　　　　齋藤至旦(川　崎)
　　　　　高久　薫（相模原）
　　　　　藤沼二三枝（女性連絡会）
事務局長　相馬正勝（横浜）
いちょう会からは、幹事として、井一副会長、松島事務局長が、組織財政委員会の委員として澤木会計が、福利厚生委員会の委員として海上会長代行が選出されています。
　勉強会
　消費税増税はシニア世代にどういう影響をもたらすか

　　税理士　中村　重和氏
	神奈川シニア連合が
定期総会を開催
　十一月二六日・ワークピア
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神奈川シニア連合の第二十二回定期総会は、「生まれ、学び、働き、家族をつくり、老いていく。こうした人生のステージを安心して送れる社会をつくろう」をメインスローガンに、昨年十一月二十六日（火）、午後一時三十分からワークピア横浜において来賓、役員等百四十七名の参加者を得て開催されました。
　本総会の特徴といえば、再来年度見直し実施を控え、「要支援一、要支援二」の高齢者を介護保険サービスの対象から外すなど改悪の方向が示されている介護保険について、国、県、市町村との交渉を展開するなど、活動の強化が示されていることです。
　なお、本総会は、役員改選の総会でもあり、新しい役員として、いちょう会の永井会長が副会長として選出されました。
神奈川シニア連合新四役
会　　長　新田　尊士（ＪＡＭ）
副会長　　臼井百合子（神教協）
　　　　　高橋　敏男（自動車）
　　　　真木　忠雄（基幹労連）
　　　　　永井　碩夫（自治労）
事務局長　池田　捷治（電力総連）
事務局次長　加納　一敏（ゼンセン）
井上　義達（情報労連）
佐藤　　進（内局）

第二十五回ゴルフコンペは天気に恵まれた十一月二十七日（水）、大秦野カントリー倶楽部で、九名が参加して開催されました。
第二十五回の記念大会としてトロフィーを用意して、当初七日に開催する旨ご案内をしたところですが、天候の悪化に伴い、前日にキャンセル、やむなく延期して今回の開催となりました。
優　勝　一関　　廣さん　
　　　　　ネット七〇、八
準優勝　若木　正男さん
　　　　　ネット七二、〇
第三位　北詰　隆美さん
　　　　　ネット七六、四
ベスグロ 長部さん・庄司さん
ニアピン　長部さん・一関さん
　次回、二十六年四月十六日に開催予定です。体力維持と気分転換をかねて参加ください。
　成績にこだわらず楽しくラウンドしましょう。　ご期待下さい。
　　　　　　　　　（岡田　記）

	曽我梅林に行こう
①期　日　二月十二日（水）
　　　　　　　雨天順延
②集　合　ＪＲ下曽我駅前
　　　　　十一時三十分
③昼　食　昼食、飲み物は
　　　　　 各自お持ちくだ
　　　　　 さい。
④服　装  農道を歩きますから、歩きやすい靴で。
⑤電　車  電車の本数が少ないため、次の電車に乗車ください。
　下り　
　　国府津発　十一時二三分
　　下曽我着　十一時二八分
　上り
　　松　田発　十一時一分
　　下曽我着　十一時十分
　
　詳しくは、同封のチラシを
　ご覧下さい。






いちょう会


第二五回ゴルフコンペ








安心総合共済　只今募集中！


安心総合共済の４つの充実保障


　１日常生活のケガ


　　入院・通院１日目から補償


　２賠償責任


　　１事故につき国内は無制限、国外は１億円


　３携帯品損害　


　　限度額50万円


　４受託品賠償責任（新）


　　限度額10万円


改定でさらに保証が拡大


　１賠償事故の補償限度額が無制限に！


　２受託品賠償責任の追加！


　３オプション


　　ガン保障の追加（70歳まで）


団体割引で掛金３０％の格安！





相談システムの活用を！





法律のこと、家庭菜園のこと、税金のこと、年金のことなどなんでも結構。


　専門分野に通じたいちょう会の会員がご返事をいたします。


秘密は厳守。困ったことがあったら、すぐ電話を！


電　話　


〇四五―二〇一―二九六一


　ファクス


　〇四五―二〇一―三二五三





いちょう会ホームページ


　いちょう会ホームページを開設しています。


　いつでも、いちょう会のことが丸分かりです。


　ホームページを開くには


「県退職者いちょう会」で検索





入ってきて人生と叫び


出ていって死と叫ぶ


開高　健　


開高　健記念館（旧宅）、玄関脇にある石碑











